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司
牧
者
が
リ
レ
ー
形
式
で
若

者
た
ち
に
ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら
い

た
い
書
籍
を
紹
介
し
︑
青
年
た

ち
の
読
書
感
想
文
を
掲
載
す
る

連
載
︒
今
回
は
︑
赤
波
江
豊
神

父
様
︵
香
里
教
会
︶
が
担
当
︒

赤
波
江

豊
神
父

か
ら
こ
の
一
冊

し
︑
そ
の
父
親
の
遺
志
を
継
い

だ
叔
父
さ
ん
が
コ
ペ
ル
君
を
導

き
ま
す
が
︑
そ
の
内
容
は
�
叔

父
さ
ん
の
ノ
ー
ト
�
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
︒
コ
ペ
ル
君
と
い
う

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
叔
父
さ
ん
が

つ
け
ま
し
た
が
︑
そ
れ
は
天
文

学
史
上
最
も
重
要
な
発
見
で
あ

る
地
動
説
を
唱
え
た
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
に
由
来
し
て
い
ま
す
︒
地

動
説
と
は
�
天
体
が
動
い
て
い

る
の
で
は
な
く
︑
我
々
が
立
つ

地
球
が
動
い
て
い
る
�
と
い
う

も
の
で
す
が
︑
コ
ペ
ル
君
が
学

校
生
活
で
発
見
し
た
も
の
は
︑

ま
さ
に
こ
の
地
動
説
が
根
源
と

な
っ
て
い
ま
す
︒
物
語
の
最
後

に
コ
ペ
ル
君
は
叔
父
さ
ん
へ
の

返
答
と
し
て
︑
ノ
ー
ト
に
自
分

の
生
き
方
に
つ
い
て
決
意
を
書

き
︑
語
り
手
が
読
者
に
対
し
て

�
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
�

と
尋
ね
て
こ
の
物
語
は
終
わ
り

ま
す
︒

筆
者
は
50
歳
を
過
ぎ
て
初
め

て
こ
の
小
説
に
触
れ
ま
し
た
が
︑

非
常
に
深
い
感
銘
を
受
け
︑
た

び
た
び
若
い
人
に
も
薦
め
︑
何

度
か
堅
信
式
の
お
祝
い
と
し
て

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
︒
大
人
の
方
も
一
度
読
ま

れ
て
感
動
さ
れ
た
ら
︑
自
分
の

子
ど
も
に
も
読
ま
せ
た
く
な
る

よ
う
な
本
で
す
︒

ち
な
み
に
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
は
︑

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
前
に
存

在
し
た
下
級
品
級
の
副
助
祭
で

し
た
︒
科
学
史
上
大
き
な
発
見

を
し
た
人
の
中
に
は
司
祭
も
結

構
い
て
︑
近
代
で
は
ビ
ッ
グ
バ

ン
理
論
(
宇
宙
は
約
138
億
年
前

に
高
温
高
圧
の
素
粒
子
の
か
た

ま
り
が
大
爆
発
を
起
こ
し
て
作

ら
れ
た
理
論
で
︑
現
在
通
説
に

な
っ
て
い
る
)
を
提
唱
し
た
の

は
ベ
ル
ギ
ー
人
司
祭
の
ジ
ョ
ル

ジ
ュ
・
ル
メ
ー
ト
ル
で
し
た
︒

こ
の
よ
う
に
司
祭
は
宗
教
の
面

だ
け
で
は
な
く
︑
科
学
の
分
野

で
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
よ
︒

�
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
�

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
／
吉
野
源
三

郎
著
︑
２
０
１
７
年
︑
定
価
本

体
１
３
０
０
円
(
税
別
︶

本
書
は
１
９
３
７
年
に
出
版

さ
れ
た
児
童
文
学
の
古
典
的
名

著
で
す
︒
著
者
は
吉
野
源
三
郎

で
︑
も
と
も
と
は
文
学
作
品
と

し
て
で
は
な
く
︑
倫
理
に
つ
い

て
の
本
と
し
て
書
か
れ
ま
し
た
︒

言
わ
ば
子
ど
も
の
哲
学
書
と
も

言
え
ま
す
︒
物
語
の
あ
ら
す
じ

は
︑
コ
ペ
ル
君
と
い
う
ニ
ッ
ク

ネ
ー
ム
を
も
つ
15
歳
の
本
田
潤

一
少
年
が
︑
学
校
生
活
を
通
し

て
経
験
し
た
多
く
の
出
来
事
の

中
で
︑
物
事
の
見
方
︑
人
間
関

係
︑
社
会
に
つ
い
て
観
察
し
な

が
ら
成
長
し
て
い
く
内
容
で
す
︒

コ
ペ
ル
君
は
早
く
父
親
を
亡
く

信仰の時間

ラ ジ オ

ラ ザ ロ
〈３月26日放送分〉

３月担当 松永 敦 神父(兵庫教会)

今日の福音はラザロが生き返るという箇所で

す。ラザロの復活と呼ばれていますが、厳密に

は蘇生と呼ぶ方が正しく、ラザロは生き返った

後、いつかは分かりませんが、他の人びとと同

じように死を迎えています。

ヨハネ福音書には６つの奇跡物語があり、最

初はカナの婚礼の席で水をぶどう酒に変える奇

跡です。次に、役人の息子をいやす奇跡、ベト

ザタの池で病人をいやす奇跡と続き、五千人に

食べ物を与える奇跡があります。そして、生ま

れつき目の不自由な人をいやす奇跡と、ラザロ

を生き返らせる奇跡となります。

他の福音書をみると、ルカによる福音書７章

には、ナインでやもめの一人息子を生き返らせ、

マルコによる福音書５章では、会堂長の12才の

娘を死から生き返らせたという記事が載
の

ってい

ます。ですから、ラザロの前にも生き返る奇跡

は行っていて、そのことを知っていたからこそ、

マルタとマリアはラザロのもとにイエス様を呼

ぼうとしたと考える方が自然のように思います。

しかし、ラザロの復活はこれらの復活とは異

なる点が３つあります。まずは取り扱われ方で、

たはずです。イエス様の受難と死。この出来事

に通して起こること。それは、ラザロの生き返

りをはるかに越える復活です。

いるのは、ルカ19章41節とこの

箇所だけです。ラザロが死んで、

姉妹のマルタとマリアが泣くの

は分かります。あとでよみがえ

らせるのだから、イエス様まで

泣く必要はなかったはずです。

しかし、イエス様はそうはせず

に、彼女らと一緒に涙を流され

ました。相手に共感し、寄り添

うということ。

イエス様の時代、葬儀の時に

職業として泣く仕事がありまし

た。今も世界のいたるところに、

同じような風習を持つ地域があ

ります。号泣することが故人を

悼むことに繋がるという意味が

あるようですが、イエス様の涙

はそれとは異なる意味を持って

います。なぜなら、涙を流す前

後に２度
心に 憤
いきどお

りを覚え�

とあり、それはラザロを失った

姉妹の死に対する憤りであり、

それに共感による憤りだと考え

られるからです。それと同時に、

近い将来、わが身に降りかかる

受難と死に対する憤りでもあっ

圧倒的にラザロの箇所は詳細にどのようなこと

があったのかが描かれています。２つ目は目撃

者の多さです。他の二つの奇跡は少人数の目撃

者しかいません。最後が、他の２つは死んです

ぐの復活であるのに対して、ラザロは４日後で

あるという点です。

今日の箇所でひとつ不思議な箇所があります。

それは、イエス様が涙を流されたという箇所で

す。福音書の中でイエス様が泣いたと記されて

毎週日曜日５：50〜６：00AM放送

５月担当：崔
チェ

周
ジュ

永
ヨン

神父

ABCラジオ（朝日放送）AM1008/FM93.3

スマホアプリの radiko
ラ ジ コ

でも聴けます。

若
者
た
ち
に
こ
の
一
冊

①
年
齢
は
35
歳
ま
で
︒
カ
ト
リ

ッ
ク
信
者
︑
も
し
く
は
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
と
何
ら
か
の
関

係
が
あ
る
方
︵
カ
ト
リ
ッ
ク

校
や
諸
施
設
の
在
籍
者
又
は

卒
業
生
︑
保
護
者
︑
関
係
者

な
ど
︶
︒

②
感
想
は
４
０
０
字
程
度
︒
氏

名
︑
所
属
︑
顔
写
真
(
自
由
)

を
添
え
て
メ
ー
ル
︵
jih
o
@

o
s
a
k
a
.c
a
th
o
lic.jp
︶
か
郵

便
に
て
送
付
︵
掲
載
に
あ
た

り
編
集
す
る
場
合
あ
り
︶
︒

③
感
想
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た

方
全
員
に
教
区
オ
リ
ジ
ナ
ル

し
お
り
︵
４
枚
組
︶
を
進
呈
︒

た
く
さ
ん
の
ご
投
稿
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
︒

漫
画
�
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る

か
�
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
／
吉
野

源
三
郎
(
原
作
)
︑
羽
賀
翔
一

(
漫
画
)
２
０
１
７
年
︑
定
価
本

体
１
３
０
０
円
(
税
別
︶

次
回
は
︑
山
本
英
明
神
父
様

︵
阿
倍
野
教
会
︶
で
す
︒
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